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第 7 論文~第 9 論文は連作というべく，学界未発表資料を使用して，重要な研究上の盲点であるボア
ソナードと憲法制定作業との関連にアプローチしたものである口
論文の審査結果の要旨




















第 3 主題は，明治 8 年 5 月 24 日に制定された大審院諸裁判所職制章程(太政官布告第91号)に対して，
フランス司法制度の見地からボアソナードがものした意見書 2 編を紹介している口
第 4 主題は，ボアソナードに憲法草案があったことを教えたものとして貴重である。と乙ろで，彼の
憲法論の思想的根拠は『性法講義』で蛾烈な反封建論を説いたところとくらべると，きわめて対照的で
あり，保守的であった。ボアソナード自身そのことは承知していたようで「余ハ憲法ニ付テハ性法ヲ論
セス」と述べている。かつて』性法を論じたものが，憲-法についてはそれをなぜ論じなかったのか。乙の
ことは，きわめて重要な問題である。申請論文は，そのことの意味は問わないで，ボアソナードの憲法
論の特徴を明らかにするという貴重な事実の指摘で結んでいる口
日本の近代化，日本における西欧法の継受において果したボアソナードの役割はきわめて大きいが，
その業績については究明されていないところがまだまだ多い。今後，多くの研究者によって明らかにさ
れる乙とが望まれるが，申請論文は，今までほとんど検討されていなかったいくつかの問題に光をあて
たきわめて貴重な労作といわなければならない。
この貴重な労作をものした申請人には，法学博士の学位を与えることが適当であると判断する。
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